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東
京
都
大
田
区

大
野
章
子
さ
ん

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲
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蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
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蒴
蒴
蒴
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蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

カ
ッ
ト
用
の
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
も
募
集
中
(
掲
載
分
に
は
記

念
品
を
贈
呈
)

資
料

作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴 蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

〈
静
岡
県
河
津
町
〉
春
バ
ラ
ま
つ

り

６
月

日
ま
で
９
時
半
〜

時

半
、
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
（
伊
豆
急

行
河
津
駅
か
ら
バ
ス
で

分
）
。
パ

リ
に
あ
る
「
パ
リ
・
バ
ガ
テ
ル
公
園
」

の
姉
妹
園
と
し
て
２
０
０
１
年
開

園
。
３
万
平
方
㍍
の
敷
地
に
１
１
０

０
品
種
、
６
０
０
０
株
の
鮮
や
か
な

バ
ラ
が
気
品
あ
ふ
れ
る
香
り
を
漂
わ

せ
る
。
園
内
に
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿

の
離
宮
を
再
現
し
た
建
物
な
ど

世

紀
フ
ラ
ン
ス
の
街
角
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
広
場
も
あ
り
、
リ
ー
ド
を
つ
け
れ

ば
犬
の
入
場
も
で
き
る
。
大
人
１
０

０
０
円
、
小
中
学
生
３
０
０
円
。
０

５
５
８
・

・
２
２
０
０

〈
静
岡
県
森
町
〉
あ
じ
さ
い
寺

６
月
上
旬
〜
７
月
上
旬
（
見
ご
ろ
は

気
候
に
よ
り
前
後
す
る
）
９
〜

時
、

極
楽
寺
（
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
遠
江
一

宮
駅
か
ら
徒
歩

分
）
。
遠
州
の
小

京
都
と
呼
ば
れ
る
森
町
で
、
寺
を
開

創
し
た
僧
行
基
が
「
極
楽
へ
ゆ
く
人

の
乗
る
紫
の
雲
の
色
な
る
あ
じ
さ
い

の
花
」
と
詠
ん
だ
こ
と
に
ち
な
み
、

境
内
の
参
道
か
ら
裏
山
ま
で
１
万
３

０
０
０
株
、
色
と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ

イ
が
咲
く
。
別
名
「
あ
じ
さ
い
寺
」
。

極
楽
寺
０
５
３
８
・

・
７
４
０
７

〈
群
馬
県
藤
岡
市
〉
全
国
ダ
ム
カ

ー
ド
展
ｉ
ｎ
ふ
じ
お
か

日
〜
６

月

日
９
時
半
〜

時
（
初
日
は

時
か
ら
）
、
道
の
駅
上
州
お
に
し
（
Ｊ

Ｒ
群
馬
藤
岡
駅
か
ら
バ
ス
で

分
）
。

全
国
の
ダ
ム
カ
ー
ド
１
０
０
０
枚
以

上
が
一
挙
に
展
示
さ
れ
る
。
来
場
者

に
は
記
念
ダ
ム
カ
ー
ド
を
進
呈
す

る
。
期
間
中
、
土
日

時
か
ら
は
下

久
保
ダ
ム
建
設
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映

像
の
放
映
会
が
あ
る
。
藤
岡
市
鬼
石

振
興
課
０
２
７
４
・

・
３
１
１
１

〈
山
形
県
南
陽
市
〉
し
ゃ
く
や
く

祭
り
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

日

〜
６
月

日
、
諏
訪
神
社
（
Ｊ
Ｒ
赤

湯
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で

分
）
。
８

５
０
０
平
方
㍍
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
栽

培
面
積
は
日
本
一
と
い
う
。
１
９
９

７
年
か
ら
毎
年
開
催
。

回
目
の
今

回
が
最
後
と
な
る
。
１
０
８
種
５
０

０
０
株
、
最
大
で

万
本
も
の
シ
ャ

ク
ヤ
ク
が
白
色
、
黄
色
、
紫
色
と
鮮

や
か
に
咲
き
乱
れ
る
。
シ
ャ
ク
ヤ
ク

は
厄
を
落
と
し
、
福
を
呼
ぶ
と
言
わ

れ
る
。
期
間
中
の
土
日
は
オ
カ
リ
ナ

演
奏
、
６
月
８
日
に
は
感
謝
の
舞
が

披
露
さ
れ
る
。
６
０
０
円
、

歳
以

下
は
無
料
。
０
２
３
８
・

・
２
３

０
７

〈
西
武
池
袋
本
店
〉
コ
ロ
ナ
禍
に

対
応
し
た
中
元
ギ
フ
ト

６
月
４
日

〜
７
月

日
、
西
武
池
袋
本
店
ほ
か

（
豊
島
区
・
池
袋
駅
）
。
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
の
影
響
で
「
帰
省
で
き
な
い

代
わ
り
に
ギ
フ
ト
を
贈
る
」
「
イ
エ

ナ
カ
時
間
の
充
実
」
と
い
う
新
し
い

ニ
ー
ズ
に
注
目
。
湯
島
丸
赤
「
天
然

あ
ゆ
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト
」
（
１
万
２

９
６
０
円
）
‖
写
真
▽
聘
珍
楼
「
チ

ャ
ー
シ
ュ
ー
麺
・
点
心
詰
め
合
わ

せ
」
（
４
８
６
０
円
）
な
ど
多
彩
な

商
品
が
並
ぶ
ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
を
西

武
池
袋
本
店
、
そ
ご
う
横
浜
店
（
５

月

日
か
ら
）
な
ど
計

店
舗
で
開

設
す
る
。
８
月
６
日
ま
で
「
ｅ
．
デ

パ
ー
ト
」
（

7）
で
も
注
文
で
き
る
。

・

３
９
８
１
・
０
１
１
１
（
代
表
）

■
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
ボ
ッ
ク
ス

〜

時
、ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
東
京（
目

黒
区
・
恵
比
寿
駅
）
。
１
階
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ザ
・

テ
ラ
ス
」
で
受
け
取
り
。
館
内
の
広

東
料
理
「
龍
天
門
」、日
本
料
理「
舞
」
、

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ビ
ク
タ
ー

ズ
」
な
ど
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
詰
め

合
わ
せ
た
テ
ー
ク
ア
ウ
ト
ボ
ッ
ク

ス
。
自
宅
で
も
ホ
テ
ル
の
味
を
楽
し

め
る
。
ト
レ
ゾ
ア
（
６
５
０
０
円
、

タ
ラ
の
西
京
焼
き
・
牛
サ
ー
ロ
イ
ン

の
握
り
ず
し
・
エ
ビ
の
チ
リ
ソ
ー
ス

・
フ
ォ
ア
グ
ラ
コ
ン
フ
ィ
ほ
か
）
、

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
（
２
７
０
０
円
、
特

製
ビ
ー
フ
バ
ー
ガ
ー
・
海
鮮
い
な
り

ず
し
・
カ
ニ
の
揚
げ
物
ほ
か
）
の
二

つ
の
サ
イ
ズ
‖
写
真
‖
が
あ
り
、
４

日
前
ま
で
に
電
話
で
予
約
す
る
。

・
５
４
２
３
・
７
８
６
５

学
ん
だ「
自
ら
行
動
」

埼
玉
県
立
春
日
部
高
校
7

蒴
蒴
蒴
蒴

４月から連載した「母校をたずねる」埼玉県立春日部高

校編には、多くの卒業生の方から反響が寄せられました。

手紙やメールでいただいた「私の思い出」の一部を紹介し

ます。 【まとめ・萩原佳孝、写真も】

卒業生 それぞれの思い出
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蒴
蒴
蒴
蒴
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次
回
か
ら
茨
城
県
立
土
浦
一
高
編

「
母
校
を
た
ず
ね
る
」
は
６
月
２
日
か
ら
茨
城
県
土

浦
市
の
県
立
土
浦
一
高
を
連
載
し
ま
す
。

同窓会の強い結束 就活にも威力

春
日
部
高
校
の
卒
業
生
は
、
同
窓
会
を
中
心
に

強
い
結
束
力
を
誇
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
学
生
の
就

職
活
動
が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
を
見
た
大
手

総
合
商
社
勤
務
の
水
戸
部
太
一
さ
ん
(

)
‖
２
０

０
６
年
度
卒
‖
は

年

月
、
同
窓
会
を
起
点
に

社
会
人
Ｏ
Ｂ
に
呼
び
か
け
、
春
高
出
身
大
学
生
向

け
の
就
職
支
援
活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
（

年
）
後
の
就
職
難

を
経
験
し
た
水
戸
部
さ
ん
は
「
就
活
の
成
否
が
、

世
代
の
社
会
的
な
要
因
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
」
と
い
う
。
「
苦
境
に
あ

る
後
輩
を
支
援
し
た
い
」
と
、
同
窓
会
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
国
内
外
の

社
会
人
Ｏ
Ｂ
約
１
３
０
人
が
賛
同
。
大
学
生
に
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
部
活
動
の
人
脈
な
ど
を
通
じ

て
声
を
掛
け
た
。
３
月
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
業
界
研

究
イ
ベ
ン
ト
を
３
回
開
催
。
Ｏ
Ｂ
訪
問
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
も
約

回
行
っ
た

学
生
か
ら
は
｢
ど
の
企
業
に
も
春
高

Ｏ
Ｂ
が
い
て
、
同
窓
の
つ
な
が
り
を
強
く
感
じ
た
」
と
い

っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

水
戸
部
さ
ん
は
｢
就
職
支
援

を
通
じ
て
大
手
企
業
か
ら
内
定
を
得
ら
れ
た
学
生
も
お

り
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
」
と
話
す
。

春
高
も
、
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
力
を
入
れ
る
。

同
窓
会
も
後
援
す
る
１
年
生
対
象
の
「
進
路
ト
ー
ク
」
を

毎
年
開
催
す
る
。
ま
た
｢
活
性
化

特
色
化
方
針
｣
の
中
で

｢
日
本

世
界
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
」
の
育
成
を
打
ち
出

し
「
東
大
合
格

人
以
上
」
な
ど
数
値
目
標
も
掲
げ
る
。

水
戸
部
さ
ん
は
「
高
校
、
大
学
、
社
会
人
と
い
う
点
と

点
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
、
春
高
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

た
い
。
同
窓
会
の
先
輩
・
後
輩
と
の
交
流
か
ら
の
学
び
を

生
か
し
、
自
分
自
身
も
後
輩
の
手
本
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
を

目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢
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蒴
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包
容
力
に
励
ま
さ
れ

新
聞
記
者
、
安
永
真
人
さ

ん
(

)
‖

年
度
卒
、
青
森

市
本
当
に
自
由
闊
達
な
校
風

で
、
生
徒
の
個
性
を
大
事
に

し
て
く
れ
ま
し
た
｢
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
」
と

い
う
漠
然
と
し
た
希
望
は
持

っ
て
い
た
も
の
の
、
勉
強
に

も
運
動
に
も
力
の
入
ら
な
か

っ
た
私
は
、
１
年
浪
人
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

担
任
は
、
１
年
か
ら
３
年

ま
で
、
ず
っ
と
体
育
の
小
原

敏
彦
先
生
で
し
た
。
浪
人
中
、

学
校
を
訪
れ
、
先
生
と
話
す

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生

は
淡
々
と
私
の
話
を
聞
き
別

れ
際
に
「
い
つ
で
も
こ
こ
に

来
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
包
容
力
が
春

日
部
高
校
の
教
師
、
学
校
の

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
小
原
先
生
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
人
見
絹
枝
を
特
集
し
た

番
組
に
出
演
し
て
い
る
の
を

見
て
、
本
当
に
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。
先
生
は
人
見
絹

枝
研
究
の
第
一
人
者
だ
そ
う

で
す
。

歳
を
超
え
て
も
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見

て
「
自
分
も
ま
だ
ま
だ
」
と

思
っ
た
の
で
し
た
。

日
本
工
業
大
准
教
授
、
松

井
克
典
さ
ん
(

)
‖
１
９
９

１
年
度
卒
、
さ
い
た
ま
市

当
時
の
春
高
は
放
任
的
だ

っ
た
。
先
生
は

の
う
ち
１

か
２
だ
け
言
っ
て
、
あ
と
は

｢
お
ま
え
ら
頑
張
れ
！
｣

英

語
の
授
業
で
は
教
科
書
と
は

別
に
、
英
文
の
小
読
本
を
１

冊
渡
さ
れ
、
期
末
試
験
で
こ

こ
ま
で
出
す
か
ら
勉
強
し
と

け
、
だ
け
。
授
業
で
は
扱
わ

な
い
し
、
ど
う
出
題
さ
れ
る

か
も
知
ら
せ
て
く
れ
な
い
。

運
動
会
で
は
内
容
、
運
営

な
ど
ほ
ぼ
生
徒
が
決
め
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
作
れ
と

も
言
わ
れ
な
い
し
、
言
わ
な

き
ゃ
材
料
も
用
意
し
て
く
れ

な
い
。
だ
か
ら
、
実
行
委
員

で
主
体
的
に
考
え
、
役
割
分

担
を
し
て
何
と
か
当
日
を
迎

え
る
。
先
生
は
承
認
だ
け
。

自
ら
考
え

創
造
し

行
動

で
き
る
。
い
い
意
味
で
生
徒

に
任
せ
て
く
れ
、
鍛
え
ら
れ

た

お
か
げ
で

世
の
中
で
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
て
活
躍
し
て

い
る
人
が
多
い
の
だ
ろ
う
。

大
学
で
コ
ー
チ
ン
グ
や
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
研

究
を
し
て
い
る
が
、
今
の
教

育
は
「
お
膳
立
て
」
し
過
ぎ

の
面
も
。
当
時
の
春
高
は
究

極
の
コ
ー
チ
ン
グ
で
あ
り
、

学
校
全
体
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
だ
っ
た
。

蒴
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蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

人
生
最
高
の
４
年
間

民
生
委
員
、
長
島
悟
さ
ん

(

)
‖

年
度
卒
、
千
葉
県

白
井
市

柔
剣
道
場
の
嘉
納
治
五
郎

先
生
の
扁
額
「
精
力
善
用
」

が
文
武
両
道
の
校
風
を
象
徴

し
て
い
ま
し
た
。

北
村
薫
氏
の
回
想
の
と
お

り
、
国
語
漢
文
古
文
の
堀
越

祥
先
生
は
映
画
「
七
人
の
侍
」

の
宮
口
精
二
の
よ
う
に
寡
黙

で
カ
ミ
ソ
リ
の
風
貌
を
漂
わ

せ
、
一
方
、
陰
で
は
笑
顔
を

絶
や
さ
な
い
方
で
し
た
。
授

業
を
真
剣
勝
負
の
場
と
臨
ん

で
い
ま
し
た
。

武
で
は
名
物
の
「
猪
首
」

の
松
下
吉
蔵
先
生
で
す
。
体

育
を
教
え
、
柔
道
部
の
監
督

で
し
た
。
体
育
の
時
間
、
球

技
を
さ
せ
ず
、
運
動
場
を
ず

っ
と
ウ
サ
ギ
跳
び
。
「
若
い

時
に
鍛
え
ろ
。
お
前
ら
は
い

ず
れ
オ
レ
に
感
謝
す
る
！
」

と
う
そ
ぶ
く
の
で
す
。
「
こ

の
野
郎
！
」
と
耐
え
ま
し
た

が
、
長
ず
る
に
つ
れ
実
感
し

ま
し
た
。
３
年
間
が
基
礎
と

な
り
ま
し
た
。

「
精
力
善
用
」そ
の
も
の
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「
名
門
だ
」に
と
ま
ど
い

眼
科
医
、
金
井
光
さ
ん

(

)
‖

年
度
卒
、
横
浜
市

１
９
７
６
年
に
入
学
し
、

陸
上
競
技
部
で
小
原
敏
彦
先

生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し

た
。
陸
上
競
技
部
は
県
内
屈

指
の
名
門
で
、
毎
年
多
数
の

部
員
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
短
距
離
班
に
所
属

し
、
結
局
競
技
会
で
は
平
凡

な
記
録
し
か
残
せ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
１
浪
し
て
横
浜
市

立
大
学
に
進
学
す
る
と
、
ま

た
陸
上
競
技
部
に
入
部
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
新

入
生
歓
迎
会
で
、
私
が
春
日

部
高
校
出
身
だ
と
あ
い
さ
つ

す
る
と
、
大
勢
の
Ｏ
Ｂ
の
方

々
が
一
斉
に
「
お
お
、
名
門

だ
」
と
声
を
上
げ
ま
し
た
。

全
く
縁
の
な
か
っ
た
横
浜

の
地
で
、
母
校
の
陸
上
競
技

部
が
こ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
驚
き
非
常
に
う
れ

し
か
っ
た
の
と
同
時
に
、
自

分
自
身
は
そ
の
よ
う
な
期
待

に
応
え
ら
れ
る
選
手
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
少
し
と
ま
ど

っ
た
の
を
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

近代的な春日部高校の校舎。中央は図書館

元
商
社
員
、
中
台
弘
さ
ん

(

)
‖

年
度
卒
、
横
浜
市

新
制
中
学
１
期
生
の
私
は

春
高
定
時
制
に
入
学
。
昼
は

町
工
場
で
汗
を
流
し
、
夕
暮

れ
時
、
憧
れ
の
春
高
に
向
か

う
。
戦
時
中
の
抑
圧
か
ら
解

放
さ
れ
、
自
由
闊
達
で
人
生

最
高
の
４
年
間
だ
っ
た
。

登
校
時
、
部
活
を
終
え
た

全
日
制
の
生
徒
た
ち
が
道
い

っ
ぱ
い
楽
し
そ
う
に
通
り
過

ぎ
て
い
く
の
を
、
羨
望
と
嫉

妬
の
ま
な
ざ
し
で
な
が
め

「
負
け
な
い
ぞ
」
と
誓
っ
た

日
も
懐
か
し
い
思
い
出
。

将
来
は
世
界
に
羽
ば
た
き

暴
れ
回
る
と
い
う
夢
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
。
級
友
と
風

呂
帰
り
、
文
学
や
音
楽
の
話

に
夢
中
に
な
り
家
に
着
く
と

手
ぬ
ぐ
い
が
凍
っ
て
い
た
。

友
と
の
絆
も
深
く
、
寸
暇
を

惜
し
み
勉
学
に
励
め
た
の
は

幸
い
だ
っ
た
。

大
学
卒
業
後
は
商
社
で
中

国
語
を
武
器
に
世
界
を
駆
け

巡
り
、
少
し
は
社
会
に
貢
献

し
た
と
自
負
し
て
い
る
が
、

ひ
と
え
に
春
高
伝
統
の
｢
質

実
剛
健

文
武
両
道
｣
の
道
を

歩
ん
だ
た
ま
も
の
と
感
謝
に

堪
え
な
い
。
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